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作業前打ち合わせ

入道埼灯台の点検

雪の中もなんのその
灯台のタイルが剥がれて
いないか打音検査

巡視船“でわ”、“しんざん”に乗船勤務している現場経験２年以内の職員が、保安部
各課（管理、警備救難、交通）の陸上業務を学んでいます。（ＯＪＴ研修といいます）
これは、保安部全体の職務内容を理解、把握することによって自分の職務意識を高
めようとするもので、秋田海上保安部独自の取り組みです。
受付窓口や電話対応なども経験し、お目にかかられた方もいらっしゃるかも？ 多少
ろれつが回っていなかったかもしれませんが皆さま大目に見てやってください。若手船
艇職員にとって良い経験になったことでしょう。

プレジャーボート, 6隻, 39%

小型漁船, 4隻, 27%

小型作業船, 1隻, 7%

タンカー, 1隻, 7%

貨物船, 1隻, 7%

その他, 2隻, 13%

船舶海難種類別発生状況

15隻

海中転落, 6人, 32%

負傷, 4人, 22%
帰還不能, 3人, 17%

溺水, 1人, 
6%

病気, 1人, 
6%

自殺（未遂含む）, 3人, 17%

人身海難種類別発生状況

18人
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＜編集後記＞
みなさま、こんにちは。管理課の大沢です。
上記にたくさん書いていただきましたが、今月からOJT研修と
いうことで、各船から3名の方が研修に来ています。
そもそもOJTって何？となっている読者様もいらっしゃると思
います。OJTとは、「オンザ ジョブ トレーニング！」仕事を
しながらの研修という意味の略称です。
普段とは違う職種を行うことにより、知識の幅を広げパワー
アップを図る、幅広い職種がある海上保安庁にはとても
重要な研修になってます。
私も追い越されないよう、もっと頑張らなくては。。。

巡視船でわ航海士補の東海林です。

最近自分の周りが結婚ブームで少し焦りを感じる日々です。学生時代に男なんて大嫌
いと言ってた子がママになって幸せそうにしていたり、ワルだったのがスーツを着て家
族のために頑張っていたりで、時の経過をただただ感じております。。
余談はこの辺で、私は普段、巡視船勤務ということもあり、これまで陸上の仕事とい
うのをほとんど知る機会もなかったため、毎日が新鮮で充実した日々を送らせていた
だきました。男鹿の入道埼灯台での点検等も行いましたが普段は船からしか見ない
灯台に登り、内部の構造を実際に目で見て何だか感慨深い気持ちになりました。

この記事が掲載される頃には私はまた船に乗っていると思いますが、次に船から入道埼灯台を見た
らこれまでとはまた違った見え方に変わると思います。
世の中はコロナ禍であり、厳しい状況が続きそうですが皆さんで協力し合って頑張っていきましょう！

巡視船しんざん通信士補の佐藤です。
秋田海上保安部に配属となり約２年が経とうとしています。
この２年間は、私の海上保安官人生にとって序章に過ぎませんが、様々な業務に
携わることができ、非常に学ぶことが多く充実した２年間だったと感じています。
話は変わりますが、現在、OJT研修を受けている最中で不慣れなことも多いですが

、職員方の手厚い指導やサポートをいただきながら、日々勉強しています。
今回のOJT研修を通じて、一つでも多く業務内容や作業を覚え、今後の海上保安
官人生に活かしていきたいと考えています。

人身海難の発生人数は18人（前年13人）でした。そのうち、海中転落の発生人数
が6人で最も多くなってます。なお、18人のうちの3分の1がマリンレジャー中（釣り、ＳＵ
Ｐ、トーイング遊具）に発生したものでした。

船舶海難の発生隻数は15隻（前年4隻）でした。プレジャーボートや小型漁舶の
海難がこのうち3分の2を占めています。

救命胴衣の着用、携帯電話の常時携帯、海の緊急通報「118番」を活用していただき、海の事故に備えましょう！

主な原因は、操船ミスや見張り不十分、気象把握不十分などによるものです。常に適切な見張りや天気予報の確認を！

巡視船しんざん主計士補の山田です。
今回OJT研修ということで普段陸上職員がどのような仕事をしているのか学ぶため
陸上で実際に勤務しながら研修を受けています。
事務作業が中心で慣れないことの方が多くとても大変ですが陸上勤務でしかできな
いことを経験できるとてもいい機会なので、自分の知識や理解を深めるために頑張っ

ていきます。


